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安全祈願

　6 月 1 日、あぶくま洞に隣接する阿武隈神社で、安全
祈願祭が行われました。菅谷神社の宮司に祝詞をあげて
いただき、訪れる観光客の安全を祈願しました。

【営業時間案内】
●あぶくま洞　
営業時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分※年中無休
問い合せ：あぶくま洞管理事務所 (78-2125
●入水鍾乳洞
営業時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時※年中無休
問い合せ：入水鍾乳洞管理事務所 (78-3393

　田村市エゴマ振興協議会（会長：根本君江さん）によ
る花壇整備が 5 月 24 日に旧市役所前の花壇で行われま
した。
　照りつける太陽のもと、会員がマリーゴールドやサル
ビアの花を植えました。この花壇は旧市役所の跡地近く
にある市有地で、郡山市方面から来訪する方々の目に付
きやすい場所にあります。市の玄関口の環境を良くした
いという思いから、ボランティアで作業を行っていただ
きました。作業後の花壇には、丁寧に植えられたきれい
な花と会員の笑顔が咲き誇りました。

鍾乳洞入洞者の安全を祈願

奉仕作業 田村市エゴマ振興協議会が花壇整備

農業振興 都路町古道地区に２つの農業施設が落成
　5 月 26 日、都路町古道地区に米流通合理化施設と古
道ライスセンターが完成し、落成式が行われました。
　両施設は、従来の袋体だけでなくフレキシブルコンテ
ナバック（フレコン）に対応し、省力化・低コストの保
管、出荷ができます。
　被災地域の再生加速化を後押しする国の交付金を活用
して整備され、管理は福島さくら農業協同組合が行いま
す。

●米流通合理化施設
　玄米に適した貯蔵をすることで品質の低下を防ぎ、通
年出荷を可能とします。
　集出荷設備、貯蔵設備、精米設備、品質検査設備を備
え、最大 20,000 俵の保管能力を有します。

●古道ライスセンター
　米流通合理化施設と同一敷地内に整備されました。乾
燥調製機、穀粒選別機、色彩選別機、籾摺り機等が一連
のラインを形成し、最大 20 トン / 日の処理能力を有し
ます。

　
叙勲 元消防団長の飛田充

みつる
さんが瑞宝単光章を受章

　飛田充さん（船引町）が消防関係叙勲の「瑞
宝単光章」を受章されました。
　伝達式が 6 月 7 日に市役所で行われ、県中
地方振興局の中島局長から勲記と勲章が手渡さ
れ、市長が立ち合いました。
　飛田さんは、昭和 56 年に船引町消防団員を
拝命し、平成 25 年 4 月から令和 3 年 3 月まで、
田村市消防団長として火災等の災害防御や、消
防団組織再編などに尽力されました。

表彰

スポーツ少年団

　５月 18 日、令和４年度福島県各種功労者知
事表彰を受賞した、前市農業委員会長の村上好
徳さん（船引町）と福島県自然保護指導員の小
泉善哉さん（同）が市役所を訪れ、市長に受賞
の報告を行いました。

●村上好
よしのり
徳さん（写真 : 上）

　平成 17 年から令和 3 年までの 15 年間、市
農業委員と会長を歴任し、農業経営の合理化と
関係団体の発展に努め、農政振興の推進に寄与
されました。

●小泉善
ぜんや
哉さん（写真 : 下）

　平成 16 年から、福島県自然保護指導員とし
て自然保護の推進に寄与されました。

　6 月 12 日、令和４年度田村市スポーツ少年団
の結団式が、市総合体育館で開かれ、スポーツ
少年団に加盟する 12 団体の 6 年生の団員、監
督など 81 人が参加しました。
　大山正一本部長のあいさつの後、各支部代表
に団旗の授与を行いました。
　また、結団式終了後に、本部長杯の総合開会
式も行われました。

福島県各種功労者知事表彰を受賞

結団式 本部長杯開会式
▲落成式テープカットの様子

▲手前：古道ライスセンター、奥：米流通合理化施設


